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1 はじめに

国産大豆振興のため、付加価値の高い特徴ある品種

が求められている。そこで、東北農業研究センター大

豆育種研究室では成熟期が早く多収で、機械化栽培に

適 し、薄緑色の豆腐が製造できる青大豆の開発を進め

ている。2002年 9月 に命名および農林登録された「青

丸くん」 (だいず農林 123号)は これらの要求にかなう

新品種であり、岩手県の奨励品種として今後の普及が

期待されている。

2 育成経過

1990年に東北農業試験場 (現東北農業研究センター )

作物開発部成分育種法研究室 (刈和野試験地)において、

機械化適性に優れた青豆品種を育成するために核遺伝

子支配で子葉色が緑になる「赤青D165」 を母親として、

倒伏抵抗性強の「タチユタカ」を父親 として交配を行つ

た (図 1)。 その後子葉色が緑で倒伏抵抗性強という特

徴を併せ持った品種の育成を目標に選抜・固定を図つて

きた。1996年 に「刈系584号J、 1999年には「東北141号」

の地方番号を付 して、奨励品種決定調査等に供し、2002

年9月 に 「青丸くん」と命名された。2002年における世

代は F佗である。

3 特性

「青丸くん」の成熟期は「スズカリ」よりもやや早い

“中の早"、 裂奏の難易は“難 "、 最下着奏位置高は“中"、

倒伏抵抗性が“強"であるので機械化適性に優れている。

種皮の色は “淡緑色"、 子葉色は “緑"、 粒形は “球"、

粒の大小は「スズカリ」よりやや小さい “中"、 子実の

粗蛋自質は「スズカリ」と同じ“中"に分類される。ダ

イズモザイクウイルス抵抗性はCD系統には抵抗性を示

し、ダイズシストセンチュウ抵抗性は “弱"である。

関東大手豆腐製造メーカーによる評価では、豆腐の外

観は「岩手みどりJや 「秘伝」と比較して「青丸くんJ

が一番鮮やかな緑色であり、「青丸くん」は標準品種の

「フクユタカ」よりも豆腐め破断強度は小さいが甘味が

非常に強く良好な評価を得ている (表 1)。

採用県の岩手県で現在作付されている青豆は、枝豆

用市販品種のため晩生で倒伏も著しく収量も低い。こ

れら既存の青豆品種と比較すると「青丸くん」は早熟

であり、倒伏しにくいため機械化栽培が容易で、多収

である (表 2)。 また、r青丸くん」の種皮は淡緑色で、

「岩手みどり」と比較して薄いものの、子葉

'ま

成熟後

も既存の青豆、「岩手みどり」や「秘伝」よりも濃い緑

色を呈している。そのため「青丸くん」を用いれば既

存の青豆品種よりも緑色の濃い豆乳 (表 1)や豆腐が

製造できるため、青豆を用いた大豆製品の根強い需要

がある東北地域では、特産大豆として期待される。

4 注意事項

青豆としての特性を維持するため、本品種単一集団栽

培を行い、他品種との自然交雑を避けなければいけない。

ダイズモザイクウイルスのA、 B病原系統に抵抗性を持た

ないので、これらが発生する地域では種子更新およびア

プラムシ防除に努める。また、ダイズシストセンチュウ

抵抗性が無いので、汚染固場での栽培と連作を避ける。
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系譜図 1

表 1 メータ こよる評価
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豆乳抽出、豆腐作成の方法は、A社の常法による。

豆腐の外観は「青丸くん」が一番鮮やかな緑色であり、 「岩手みどり」、「秘伝 J
はそれに比べるとくすんだ感じがした。また、3種類ともGllLの豆腐が塩化Mgに比べて

赤みを帯びていた。官能評価は 「フクユタカ」に比べると3種類とも柔らかいが、

「青丸くん」、 「岩手みどりJは甘味が非常に強く良好であつた。
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備考) 1 だいず品種特性分類審査基準による。原則として育成地での調査に基づいて分類。

2 育成地の「青丸くん」と「スズカリ」は平成H～ 13年の3ヶ年の平均。岩手県農研センターの

「青丸くん」と「岩手みどりJは平成10～ 13年の4ヶ年の平均。他は平成12、 13年の2ヶ年の平均。
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